
同
志
社
の
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『
同
志
社
文
学
鴛
』
は
、
同
志
社
文
学
会
を
発
行

人
と
し
て
明
治
二
十
年
三
月
十
二
日
か
ら
明
治
二
十

八
年
四
月
二
十
日
に
か
け
て
八
十
七
号
ま
で
出
版
さ

れ
た
定
期
刊
行
物
で
あ
る
。
最
初
の
第
一
号
は
止
規

桑
到
巻

(
岡
太
昌
夫
・
女
子
大
学
教
授
)

毎
交
導

叶
゛
店

の
で
、
全
部
で
八
十
九
冊
と
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

『
黒
社
文
学
慧
』
は
五
十
二
号
以
降
は
名
称

を
『
同
克
文
◆
』
と
更
め
、
よ
り
文
学
的
と
な

り
、
内
容
も
次
第
に
充
実
し
て
い
る
。
全
体
的
に
見

て
、
内
容
は
政
治
、
経
済
、
文
学
、
宗
教
、
科
学
等

の
諸
分
野
に
わ
た
る
論
説
を
主
に
し
、
し
ぱ
し
ば
名

士
の
講
演
糖
を
加
え
て
い
る
。
校
祖
新
島
襄
先
生

は
明
治
二
十
三
年
一
月
二
十
三
日
に
他
界
さ
れ
た

翌
月
、
二
月
二
十
五
日
発
行
の
第
三
十
号
に
そ

が
、

れ
に
関
す
る
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。
新
島
先
生

の
篭
に
な
る
も
の
と
し
て
は
、
「
黒
社
英
学
校
設

立
ノ
始
末
」
(
U
号
)
、
「
明
厶
郵
岡
学
校
設
立
旨
趣
」

(
巧
号
)
が
あ
る
他
、
「
ア
ル
フ
ユ
ー
ス
・
ハ
ー
デ
ー

君
黒
」
と
題
す
る
「
講
演
筆
記
(
7
・
卸
号
付
讐
が

あ
る
。
ま
た
釦
号
付
讐
る
新
島
先
生
記
念
号
に

は
、
先
生
の
占
簡
、
漢
詩
、
短
歌
な
ど
を
見
る
こ
と

が
で
き
る
。
他
県
目
す
べ
き
論
説
、
あ
る
い
は
講

演
笹
記
と
し
て
は
、
大
西
祝
「
英
国
波
党
の
起
源
」

(
1
 
.
2
号
)
、
安
部
磯
雄
「
袈
磊
の
四
大
期
」
、

浮
田
和
民
「
新
経
済
学
」
食
号
)
、
「
真
理
の
愛
」
(
認

号
)
、
深
井
英
五
「
愛
国
論
」
(
玲
邑
徳
富
猪
一
郎

「
一
駕
」
介
号
)
、
柏
木
義
円
「
教
育
宗
教
の
璽
」

命
号
)
、
坪
内
幾
「
評
曾
創
作
」
元
・
袷
号
)
、
鎌

田
玄
四
郎
「
シ
,
ー
ペ
ン
ハ
ウ
エ
ル
の
厭
世
観
を
批

是
ホ
声
難
詫

.
,

同
志
祗
文
受
會

熨

評
す
」
(
内
・
即
号
)
な
ど
が
あ
り
、
他
に
ア
ル
ブ
レ
ヒ

ト
、
エ
ド
ゥ
イ
ン
・
ア
ル
ノ
ル
ド
、
ラ
ル
ネ
ッ
ト
、

グ
ロ
ー
グ
、
デ
ビ
ス
等
の
外
人
の
文
章
又
は
講
演
の

翻
訳
も
あ
る
。

U
号
あ
た
り
か
ら
、
巻
頭
に
一
頁
の
社
説
を
収
め

て
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
浮
田
和
民
、
柏
木
義
円
、
小

崎
弘
道
、
磯
貝
由
太
郎
、
湯
浅
吉
郎
、
児
玉
亮
太
郎

な
ど
の
同
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
、
同
志
社
人
の
愚

を
は
っ
き
り
と
打
ち
出
し
て
い
る
。
日
清
戦
争
直
前

の
キ
リ
ス
ト
教
の
受
難
期
に
同
志
社
人
が
如
伺
に
こ

れ
に
対
処
し
た
か
を
、
た
と
え
ば
弱
号
の
「
龍
と

基
督
教
」
(
柏
木
簑
円
筆
)
な
ど
は
は
っ
き
り
と
示
し
て

い
る
。さ

て
こ
の
雜
誌
は
、
論
文
の
他
、
毎
号
、
創
作
の

漢
詩
、
短
歌
、
新
体
詩
な
ど
を
登
載
し
て
い
る
。
投

稿
者
の
主
な
る
者
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
漢
詩
に
は
新

島
襄
、
東
州
散
史
、
坂
本
義
夫
、
橋
本
啼
月
、
短
歌

に
は
望
月
散
人
、
湯
浅
吉
郎
、
橋
本
啼
月
、
井
上
通

泰
、
大
西
祝
、
池
袋
清
風
、
新
体
詩
に
は
湯
浅
吉

E
、

三
輪
花
影
、
磯
貝
雲
峰
、
な
ど
が
あ
る
。

良

こ
れ
ら
の
創
作
詩
の
他
、
こ
の
雑
誌
は
欧
米
の
文

学
の
翻
訳
を
数
多
く
載
せ
て
い
る
こ
と
が
慧
さ
れ

る
。
そ
の
主
な
る
も
の
を
挙
げ
る
な
ら
ぱ
、
ア
メ
リ

力
文
学
で
は
、
ロ
ン
グ
フ
ェ
ロ
ー
の
「
村
里
の
鍛
鉄

の
手
続
を
取
ら
な
か
っ
突
め
当
局
に
没
収
さ
れ

た
。
翌
四
旦
十
日
に
第
言
ぢ
が
正
式
に
発
行
さ
れ

た
た
め
、
一
庁
が
二
種
類
あ
る
。
ま
た
五
十
号
に

数
日
遅
れ
て
発
行
さ
れ
た
五
十
号
付
録
が
あ
る

は
、

場
」
(
望
月
興
三
郎
訳
、
 
7
号
)
ヲ
ル
ヴ
ィ
ン
グ
「
新
郎

の
幽
霊
」
(
表
陽
学
人
訳
、
 
9
 
・
N
 
・
玲
号
)
「
フ
ラ
ン
ク
リ

ン
氏
致
富
の
秘
訣
」
(
望
月
興
三
郎
訳
、
 
9
 
.
如
号
)
「
ア

ー
ビ
ン
グ
「
ロ
ン
ド
ン
府
の
日
曜
日
」
(
素
軒
逸
史
訳
、

琴
)
プ
ラ
イ
ア
ン
ト
「
死
懐
」
(
春
陽
学
人
訳
、
Ⅱ
号
)
、

ア
ー
ビ
ン
グ
「
親
子
の
情
」
(
樵
耕
山
人
訳
、
詑
・
部

.

鎚
号
)
、
ホ
ー
ソ
ル
ン
「
結
婚
場
裏
之
死
鍾
」
(
か
な
め

生
訳
、
船
号
)
、
な
ど
が
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
文
学
と
し

て
は
、
ゴ
ー
ル
ド
ス
ミ
ス
「
荒
村
」
の
漢
文
訳
(
武
内

忠
次
郎
訳
、
Ⅱ
・
此
号
)
、
ク
ー
。
ハ
ー
「
ジ
ョ
ン
・
キ
ル

。
ヒ
ン
」
(
東
予
学
人
訳
、
Ⅱ
号
)
バ
イ
ロ
ン
ニ
涙
」
(
磯
貝

雲
籬
訳
、
竹
号
)
力
ー
ラ
イ
ル
「
人
ノ
定
義
L
(
東
海
漁
史

訳
、
認
号
)
デ
ィ
ケ
ン
ズ
「
基
督
祭
の
宴
」
(
志
川
生
訳
、

鍵
号
)
、
ド
イ
ツ
文
学
と
し
て
は
、
シ
ル
レ
ル
の
「
若

武
者
」
(
磯
貝
雲
峰
訳
、
卸
号
)
、
フ
ラ
ン
ス
文
学
に

は
、
サ
ン
・
ピ
エ
ー
ル
の
「
有
為
転
変
」
(
薇
倉
道
人

訳
、
四
・
即
号
)
、
が
あ
り
、
他
に
イ
プ
セ
ン
「
社
会

の
敵
」
(
高
安
三
郎
訳
、
脚
・
融
・
鉛
号
)
ド
ス
ト
イ
エ
フ

ス
キ
イ
「
損
害
と
侮
辱
と
」
(
秋
風
吟
客
(
高
安
三
郎
)

訳
、
卵
・
肪
・
釘
号
)
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
翻
訳
の
で
き
ぱ
え
は
特
に
優
れ
て
い
る

と
は
い
え
ぬ
が
、
明
治
二
十
年
代
に
お
い
て
か
く
も

広
範
囲
な
外
国
文
学
を
わ
が
国
に
紹
介
し
た
功
績
は

大
き
い
。
長
篇
は
す
べ
て
部
分
訳
だ
が
、
カ
ー
ラ
イ

'
,

ル
の
「
人
の
定
義
」
は
『
衣
裳
哲
学
』
よ
り
、
サ
ン

ピ
エ
ー
ル
の
「
有
為
転
変
」
は
『
ポ
ー
ル
と
ヴ
ィ

.ル
ジ
ニ
ー
』
か
ら
、
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ
イ
の
「
損
害

と
侮
辱
と
」
は
『
虐
げ
ら
れ
し
人
々
』
か
ら
取
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
0
 
イ
プ
セ
ン
と
ド
ス
ト
イ
エ
フ
ス
キ

イ
の
翻
訳
を
の
せ
た
高
安
三
郎
は
同
志
社
人
で
は
な

い
が
、
新
島
先
生
に
傾
倒
し
、
同
志
社
に
蔵
書
を
寄

贈
し
た
り
し
た
人
で
あ
る
。
こ
の
人
は
後
、
劇
「
江

戸
城
明
渡
」
(
朋
治
器
)
を
書
い
て
有
名
と
な
り
、

又
学
者
と
し
て
は
「
東
西
文
学
棲
需
」
尖
正
5

怨
で
知
ら
れ
る
。
他
の
同
志
社
人
に
つ
い
て
は
大

方
は
周
知
の
人
々
で
あ
り
、
特
χ
説
明
す
る
要
は
あ

る
ま
し
0

こ
の
『
同
志
社
文
学
熊
』
に
つ
い
て
は
、
数
年

前
、
大
島
、
北
垣
一
、
吉
田
、
松
村
、
店
村
、
斉
藤
、

清
水
、
岡
本
の
諸
教
授
に
よ
る
共
同
研
究
班
が
作
ら

れ
、
人
文
科
学
研
究
所
の
支
援
を
得
て
一
応
研
究
を

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
伺
研
究
所
発
行
の
『
人

文
科
学
』
第
一
巻
、
第
二
号
(
一
九
大
九
年
刊
)
が
こ
れ

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
『
同
志
社
文
学
』
総
目
次
、
解

題
、
総
索
引
を
含
ん
で
い
る
。
御
参
照
下
さ
れ
ぱ
幸

甚
で
あ
る
。
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